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主な内容　p2新年あいさつ　p3市営住宅入居募集　p4-5住民税
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募
集
住
宅

住
所
：
稲
敷
市
結
佐
２
５
３
４

︲
８
９

名
称
：
市
営
結
佐
住
宅

構
造
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

６
階
建
て
※
エ
レ
ベ
ー
タ
付
き

戸
数
：

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
Ｌ
Ｄ
Ｋ
14
帖
・
洋
室

６
帖
・
和
室
６
帖
）＝
18
戸

２
Ｄ
Ｋ（
Ｄ
Ｋ
８
帖
・
洋
室
６
帖
・

和
室
６
帖
）＝
６
戸

入
居
申
し
込
み
の
資
格

①
稲
敷
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤

務
場
所
が
あ
る
こ
と

②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
い
る
こ
と

③
収
入
基
準
に
あ
て
は
ま
る
こ

と④
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と（
持
家
の
あ
る
方
や
、す
で
に
公

営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
方
は
、

原
則
と
し
て
申
し
込
み
出
来
ま
せ

ん
）

⑤
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

入
居
開
始
予
定
日

平
成
19
年
４
月
１
日（
日
）

申
込
方
法

市
営
住
宅
入
居
申
込
書
に
記
入

し
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
各

庁
舎
総
合
窓
口
課（
東
庁
舎
は
建

設
課
）に
て
、本
人
ま
た
は
家
族

の
方
が
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
出
来

ま
せ
ん
。

※
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
は
、

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
東
庁
舎

は
建
設
課
）
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

市
営
結
佐
住
宅
案
内
も
あ
わ
せ

て
配
布
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

平
成
19
年
１
月
22
日
（
月
）
～

２
月
21
日（
水
）※
土
日
祝
日
は

除
く
。

受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

現
地
見
学
会

２
月
15
日（
木
）・
16
日（
金
）

※
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
に

建
設
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

謹
賀
新
年

稲
敷
市
長　
髙 

城　
　
功

１
月
22
日（
月
）か
ら
２
月
21
日（
水
）ま
で

第
２
期
市
営
結
佐
住
宅
入
居
申
し
込
み

東
地
区
に
建
設
中
の
『
市
営
結
佐
住
宅
』
へ
の
第
２
期
入
居
者
の
募
集
を
１
月
22
日
よ
り
行
い

ま
す
。入
居
を
希
望
す
る
方
は
、募
集
期
間
内
に
申
し
込
み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。申
し
込

み
の
際
に
は
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

稲
敷
市
建
設
課
住
宅
係（
東
庁
舎
）☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０（
内
線
５
５
０
６・５
５
０
７
）

県道取手・東線県道取手・東線

国道125号国道125号 至 潮来・香取至 潮来・香取至 龍ケ崎・土浦至 龍ケ崎・土浦

利根川利根川

東学校給食センター東学校給食センター
みのり幼稚園みのり幼稚園

県営結佐住宅県営結佐住宅

あずま東小学校あずま東小学校JAJA

市営結佐住宅市営結佐住宅

市役所東庁舎市役所東庁舎

▲工事が進む第２期結佐市営住宅（向かって右）

▲LDK ▲洋間
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
清
清
し
い
新
年
を
市
民
の
皆

さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
健
や
か
に

お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
を
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
市
政
の
様
々
な
分

野
に
わ
た
り
ま
し
て
ご
理
解
と

ご
協
力
を
平
素
よ
り
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
活
力
と
希
望
に
満

ち
た
市
民
生
活
の
創
造
に
向
け
、

稲
敷
市
が
進
む
べ
き
指
針
と
な

る
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、

本
格
的
な
施
策
を
実
行
に
移
し

て
い
く
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り

ま
し
た
。今
年
度
中
に
は
市
民

の
皆
様
に
お
示
し
で
き
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
稲
敷
市
の
今
後

10
年
を
見
据
え
た
長
期
計
画
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
よ
り
、
戦
略
的

で
総
合
的
な
視
点
に
た
っ
た
行

財
政
改
革
を
推
し
進
め
な
が
ら
、

市
民
が
主
体
的
に
参
画
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
思
い
や

り
と
生
き
が
い
の
あ
る
、
人
に

や
さ
し
く
、
安
心
で
安
全
な
無

駄
の
な
い
快
適
な
ま
ち
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、
稲
敷

の
文
化
を
創
造
す
る
人
を
育
て

る
仕
組
み
を
整
え
な
が
ら
、
暮

ら
し
を
支
え
る
活
力
あ
る
産
業

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
様
と
手
を
と
り
あ
っ
て
潤

い
の
あ
る
環
境
を
守
り
育
て
て

い
く
こ
と
も
大
き
な
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
魅
力
あ
る
「
ふ
る

さ
と
稲
敷
市
」
の
創
造
に
は
、

計
画
や
行
政
の
力
だ
け
で
な
く

市
民
の
皆
様
の
知
恵
と
行
動
力

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。皆
様

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
主
体
的
な

参
画
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
市

民
、
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
計
画
の
推
進
に
あ
た
る
こ

と
が
、
山
積
し
て
い
る
様
々
な

課
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
最
善

の
方
策
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
平
成
19
年
が
、
市
民
の
皆
様

と
稲
敷
市
に
と
り
ま
し
て
夢
と

希
望
に
満
ち
た
年
に
な
る
こ
と

を
ご
祈
念
致
し
ま
し
て
、
新
年

に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
清
清
し
い
新
年
を
市
民
の
皆

さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
健
や
か
に

お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
を
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
市
政
の
様
々
な
分

野
に
わ
た
り
ま
し
て
ご
理
解
と

ご
協
力
を
平
素
よ
り
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
活
力
と
希
望
に
満

ち
た
市
民
生
活
の
創
造
に
向
け
、

稲
敷
市
が
進
む
べ
き
指
針
と
な

る
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、

本
格
的
な
施
策
を
実
行
に
移
し

て
い
く
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り

ま
し
た
。今
年
度
中
に
は
市
民

の
皆
様
に
お
示
し
で
き
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
稲
敷
市
の
今
後

10
年
を
見
据
え
た
長
期
計
画
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
よ
り
、
戦
略
的

で
総
合
的
な
視
点
に
た
っ
た
行

財
政
改
革
を
推
し
進
め
な
が
ら
、

市
民
が
主
体
的
に
参
画
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
思
い
や

り
と
生
き
が
い
の
あ
る
、
人
に

や
さ
し
く
、
安
心
で
安
全
な
無

駄
の
な
い
快
適
な
ま
ち
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、
稲
敷

の
文
化
を
創
造
す
る
人
を
育
て

る
仕
組
み
を
整
え
な
が
ら
、
暮

ら
し
を
支
え
る
活
力
あ
る
産
業

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
様
と
手
を
と
り
あ
っ
て
潤

い
の
あ
る
環
境
を
守
り
育
て
て

い
く
こ
と
も
大
き
な
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
魅
力
あ
る
「
ふ
る

さ
と
稲
敷
市
」
の
創
造
に
は
、

計
画
や
行
政
の
力
だ
け
で
な
く

市
民
の
皆
様
の
知
恵
と
行
動
力

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。皆
様

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
主
体
的
な

参
画
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
市

民
、
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
計
画
の
推
進
に
あ
た
る
こ

と
が
、
山
積
し
て
い
る
様
々
な

課
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
最
善

の
方
策
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
平
成
19
年
が
、
市
民
の
皆
様

と
稲
敷
市
に
と
り
ま
し
て
夢
と

希
望
に
満
ち
た
年
に
な
る
こ
と

を
ご
祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
に

あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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国から地方へ３兆円の税源が移譲されます
平成19年から
あなたの住民税が変わります

税
負
担
は
増
え
る
の
で

し
ょ
う
か
？
減
る
の
で

し
ょ
う
か
？

住
民
税
所
得
割
の
10
％
比
例
税

率
化
に
伴
い
、
国
が
集
め
る
国

税
（
＝
所
得
税
）
の
税
率
構
造
も

見
直
さ
れ
ま
す
。

　
住
民
税
に
つ
い
て
は
最
低
税

率
が
５
％
→
10
％
に
引
き
上
げ
、

最
高
税
率
が
13
％
→
10
％
に
引

き
下
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

所
得
税
は
逆
に
最
低
税
率
が
10

％
→
５
％
に
引
き
下
げ
、
最
高

税
率
が
37
％
→
40
％
に
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。ま
た
、
人
的

控
除
の
差
に
対
応
し
た
減
額
措

置
な
ど
も
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、
税

源
移
譲
の
前
後
で
「
住
民
税
＋

所
得
税
」
の
納
税
者
の
負
担
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
次
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
と
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ど
う
し
て
変
わ
る
の
で

し
ょ
う

「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方

に
」
と
い
う
方
針
の
も
と
進
め

ら
れ
て
い
る
三
位
一
体
改
革
。

地
方
団
体
は
国
が
国
税
と
し
て

集
め
た
財
源
の
中
か
ら
国
庫
補

助
金
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
行

財
政
シ
ス
テ
ム
は
必
ず
し
も
自

主
性
が
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
地
方
団
体
が
自

主
的
に
財
源
の
確
保
を
行
い
、

住
民
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
の
責
任
で

よ
り
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
国

税
か
ら
地
方
税
へ
、
税
そ
の
も

の
の
形
で
３
兆
円
の
税
源
移
譲

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

で
し
ょ
う

住
民
税
所
得
割
の
税
率
が
一
律

10
％
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

各地方団体が自主性を発揮し、より身近な行政サービスを行うため
に進められてきた三位一体改革。その一環として、国の所得税から
地方の住民税へ３兆円の税源移譲が行われます。税源移譲に伴い、
みなさんが納めている住民税が平成19年分から大きく変わりま
す。
稲敷市税務課（桜川庁舎）tel.029-892-2000（内線4505）

給与収入

300万円
500万円
700万円

1,000万円

税源移譲前（単位：円）
所得税 住民税 合計
124,000 64,500 188,500
258,000 163,000 421,000
474,000 307,000 781,000
966,000 553,000 1,519,000

税源移譲後（単位：円）
所得税 住民税 合計
62,000 126,500 188,500

160,500 260,500 421,000
376,500 404,500 781,000
868,500 650,500 1,519,000

負担
増減額

0円
0円
0円
0円

給与収入

300万円
500万円
700万円

1,000万円

税源移譲前（単位：円）
所得税 住民税 合計

0 9,000 9,000
119,000 76,000 195,000
263,000 196,000 459,000
688,000 442,000 1,130,000

税源移譲後（単位：円）
所得税 住民税 合計

0 9,000 9,000
59,500 135,500 195,000

165,500 293,500 459,000
590,500 539,500 1,130,000

負担
増減額

0円
0円
0円
0円

年
金
受
給
者
の
た
め
の

還
付
申
告
説
明
会

年
金
受
給
者
で
所
得
税
の
還
付

申
告
を
す
る
方（
源
泉
徴
収
税
額

の
あ
る
方
）
を
対
象
に
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。税
務
署
職
員

（
ま
た
は
税
理
士
）
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
申
告
書
を
作
成
し
ま

す
。必
要
書
類
が
揃
っ
て
い
れ

ば
受
理
し
ま
す
の
で
、
毎
年
自

分
で
還
付
申
告
を
作
成
し
て
い

る
方
も
、
申
告
書
の
記
入
確
認

の
た
め
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
年
金
の
ほ
か
に
所

得
（
農
業
所
得
な
ど
）
が
あ
る
方

は
確
定
申
告
期
間
中
に
お
願
い

し
ま
す
。

日
時
：
１
月
30
日
（
火
）・
午
前

10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

※
開
会
時
刻
ま
で
に
受
付
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

場
所
：
稲
敷
市
役
所
桜
川
庁
舎

（
分
庁
舎
２
階
大
会
議
室
）

必
要
な
も
の
：
源
泉
徴
収
票
、

筆
記
用
具
、計
算
用
具
、印
鑑
、

口
座
番
号
（
還
付
金
振
込
の
た

め
）、各
種
控
除
に
必
要
な
書
類

（
社
会
保
険
料
等
証
明
書
、
生
命
保

険
・
損
害
保
険
料
控
除
証
明
書
）

収
支
計
算
と
な
り
ま
す

農
業
所
得
申
告（
18
年
分
か
ら
）

平
成
18
年
分
か
ら
、
収
入
が
少

額
な
方
で
も
農
業
所
得
は
す
べ

て
収
支
計
算
で
申
告
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。申
告
時
期
ま
で

に
収
支
計
算
を
済
ま
せ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
収
支
計
算
で
は
、
農
業
収
入

金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

い
て
所
得
を
計
算
す
る
の
で
、

書
類（
出
荷
伝
票
、
領
収
書
、
納
品

書
、
預
金
通
帳
等
）
の
保
存
と
記

帳
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
農
業
の
収
支
計
算
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
ま

た
は
市
役
所
税
務
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
竜
ヶ
崎
税
務
署（
個
人
課
税
部

門
）
☎
０
２
９
７
︲
６
６
︲
１

３
０
３

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。また、この表は税源移譲による負担変動を示すものです。
このほか、平成19年分所得税、平成19年度分住民税から定率減税が廃止されるなどの影響があります。

■夫婦＋子供2人の場合（子供のうち1人が特定扶養親族に該当）

■独身者の場合

所得税 住民税

10％

20％

30％
37％

2％ 3％
3％

8％ 10％
5％

10％
13％

5％
10％

20％ 23％

33％
40％

10％比例税率

６％（市区町村民税）

4％（都道府県民税）

所得税 住民税

個々の納税者の
負担合計額は同じ

移譲前 移譲後
４段階 6段階

課税所得 注 税率
200万円まで 5％
200 〜 700
万円まで

10％

700万円超 13％

平成18年度分まで

課税所得 注 税率

課税所得金額
にかかわらず 10％

平成19年度分から

注課税所得：給与や事業収入などの税法上の「収入」から給与所得控除、扶養控除、社会保険料控除といった諸控除を差
し引いた残りの金額のこと。この「課税所得」に税率をかけたものが「税額」となります。
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証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ

ー
ト
な
ど
）、
②
印
鑑
③
写
真
１

枚
（
Ｂ
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
み
／
縦

４
・
５
cm
×
横
３
・
５
cm
／
正

面
、
無
帽
、
無
背
景
で
撮
影
後

６
か
月
以
内
／
カ
ラ
ー
、
白
黒

い
ず
れ
も
可
）　

▽
申
請
方

法
：
市
民
課
へ
本
人
（
15
歳
未

満
は
法
定
代
理
人
）
が
申
請
※
各

庁
舎
総
合
窓
口
課
（
桜
川
を
除

く
）で
も
可

●
稲
敷
市
市
民
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
２
０
０
）

　
中
・
高
校
生
の
お
子
さ
ん
に

は
ホ
ス
ト
と
し
て
行
動
を
共
に

し
て
い
た
だ
き
、
滞
在
期
間
中

は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や
東
京

見
学
、
中
学
校
交
流
会
な
ど
を

一
緒
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※
昨
年
度
の
受
け
入
れ
の
様
子

は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
要
件

・
メ
イ
ン
ホ
ス
ト
と
し
て
受
け

入
れ
の
期
間
（
３
月
25
日
～
４

月
１
日
）、
一
緒
に
行
動
で
き

る
中
学
生
～
大
学
生
が
い
る
こ

と・
受
入
れ
協
力（
宿
泊
・
食
事
な

ど
の
無
償
提
供
）が
可
能
な
ご
家

族募
集
期
間

１
月
10
日（
水
）
～
31
日（
水
）

募
集
人
数

22
名
を
予
定

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

６
４
９
／
FAX
０
２
９
︲
８
９
３

︲
０
３
８
８
／
〒
３
０
０
︲
０

５
９
５
／
稲
敷
市
江
戸
崎
甲
３

２
７
７
番
地
１
／
Ｅ
メ
ー
ル
：

kikaku@
city.inashiki.lg.jp

写
真
付
き
住
民
カ
ー
ド

　
公
的
な
証
明
書
と
し
て
便
利
で
す

住
基
カ
ー
ド
（
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
）
は
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
機
能
を
備
え
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
。こ
の
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
住
民
票
の
写
し
の
広

域
交
付
や
転
入
転
出
の
簡
素
化

な
ど
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
手
続

き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、１
月
か
ら
は
マ
ネ
ー・

ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
や
テ
ロ
資
金

対
策
の
た
め
、
10
万
円
を
超
え

る
現
金
で
の
送
金
に
は
本
人
確

認
が
必
要
と
な
り
、
こ
の
よ
う

な
場
合
の
公
的
証
明
書
と
し
て

も
活
用
で
き
ま
す
。

▽
カ
ー
ド
の
種
類
：
Ａ
バ
ー
ジ

ョ
ン
＝
氏
名
の
み
／
Ｂ
バ
ー
ジ

ョ
ン（
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
所
お
よ
び
写
真
）
Ｂ
バ
ー
ジ
ョ

ン
は
公
的
な
身
分
証
明
に
な
り

ま
す
。　
▽
手
数
料
：
５
０
０

円　
▽
有
効
期
間
：
10
年
（
住

民
票
コ
ー
ド
を
変
更
し
た
り
、
他

の
市
町
村
に
転
出
し
た
場
合
は
無

効
と
な
り
ま
す
）　

▽
必
要
書

類
：
①
写
真
付
き
の
公
的
身
分

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
使
節
団
受
け
入
れ

に
個
室
や
ベ
ッ
ド
、
洋
食
な
ど

を
用
意
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。一
般
的
な
日
本
家
庭
で
の

生
活
体
験
を
楽
し
み
に
し
て
来

ま
す
の
で
、
気
軽
に
友
達
と
し

て
接
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
宅
に
い
な
が
ら
に
し
て
外

国
を
身
近
に
体
験
で
き
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
生
き
た
英

語
に
接
し
、
家
族
ぐ
る
み
で
の

友
好
が
深
め
ら
れ
ま
す
。

姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ
・
サ
ー
モ
ン

ア
ー
ム
市
か
ら
の
親
善
使
節
団

が
稲
敷
市
を
来
訪
し
、
３
月
25

日（
日
）～
４
月
１
日（
日
）の
期

間
、
市
に
滞
在
し
て
交
流
を
行

う
予
定
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
期
間
に
団
員

の
子
供
た
ち
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
「
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

　
受
け
入
れ
に
際
し
て
は
、
特

対
象
児
童

市
内
の
小
学
校
１
年
生
か
ら
３

年
生
の
児
童
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
児
童
で
す
。

①
ひ
と
り
親
の
家
庭
や
、
共
働

き
の
家
庭
な
ど
で
、
児
童
が
帰

宅
し
て
も
保
護
す
る
人
が
い
な

い
場
合
。

②
保
護
者
が
長
期
間
の
病
気
な

ど
で
保
護
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
。

③
右
記
以
外
で
、
特
別
に
保
護

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

開
設
日

①
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
＝
学
校

終
了
時
間
か
ら
午
後
６
時
ま
で

②
夏
休
み
・
冬
休
み
・
春
休
み

な
ど
の
学
校
休
業
日
と
土
曜
日

＝
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま

い
ま
す
。

受
付
期
間

１
月
22
日（
月
）か
ら
31
日（
水
）

ま
で
を
受
付
期
間
と
し
ま
す
。

な
お
、
受
付
時
間
は
、
平
日
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

の
間
と
な
り
ま
す
。定
員
に
欠

員
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
期
間

終
了
後
に
お
い
て
も
児
童
の
家

庭
お
よ
び
保
護
者
の
事
情
に
よ

っ
て
は
、
随
時
受
付
を
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

で※
土
曜
日
は
、市
内
１
か
所（
稲

敷
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
で
開

設
し
て
い
ま
す
が
、
対
象
は
、

各
地
区
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所

し
て
い
て
、
な
お
か
つ
保
護
者

の
就
業
規
則
な
ど
に
よ
る
休
日

が
土
曜
日
で
な
い
児
童
で
す
。

休
所
日

①
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

②
８
月
13
日
～
８
月
15
日
ま
で

③
年
末
年
始
（
12
月
28
日
～
１
月

４
日
ま
で
）

④
災
害
、
感
染
症
な
ど
に
よ
る

学
校
の
臨
時
休
校
日

⑤
そ
の
他
休
所
を
必
要
と
す
る

日
保
育
料

月
額
ひ
と
り
３
０
０
０
円
で
す
。

土
曜
日
も
入
所
す
る
場
合
は
、

月
額
４
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

別
途
保
険
料
、
毎
月
の
お
や
つ

代
な
ど
の
ク
ラ
ブ
費
が
必
要
に

な
り
ま
す
。（
平
成
18
年
度
料
金
）

申
込
手
続
き

申
込
書
類
の
配
布
お
よ
び
受
付

は
、各
庁
舎
の
総
合
窓
口
課（
新

利
根
庁
舎
は
児
童
福
祉
課
）
で
行

児童クラブ名	 開設場所
江戸崎地区児童クラブ	 江戸崎小学校
沼里地区児童クラブ	 沼里コミュニティセンター
高田地区児童クラブ	 高田コミュニティセンター
柴崎地区児童クラブ	 新利根中学校
根本地区児童クラブ	 根本共同利用施設
桜川地区児童クラブ	 古渡小学校
あずま西地区児童クラブ	 あずま西小学校
（土曜日児童クラブ）	 ふれあいセンター

※原則として入所児童が10人未満の場合は開設されません。

19年度児童クラブ入所児募集

市では、学校から帰宅しても、就労などで保護者などがいない家
庭の小学校１年生から３年生の児童を対象に、放課後や夏休みな
どの学校休業日に生活する場所として児童クラブを開設していま
す。
　平成19年度の入所希望者を募集します。
稲敷市児童福祉課（新利根庁舎）☎0297-87-3247（直通）

小学校１年生から３年生の児童が対象です
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「
特
例
届
出
」
の
手
続
き
を
土

浦
社
会
保
険
事
務
所
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０

２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
国
民
年
金
係

（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
６
０

９
）保

険
料
納
付
相
談

日
時
：
１
月
22
日（
月
）午

前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

／
場
所
：
江
戸
崎
庁
舎
２

階
北
会
議
室

トピックス

秋
の
叙
勲
、
各
種
表
彰

　
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
18
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
の

受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

旭
日
小
綬
章

筧
信
さ
ん（
須
賀
）

筧
さ
ん
は
、
旧
江
戸
崎
町
長
を

５
期
17
年
、
同
議
会
議
員
を
５

期
16
年
を
務
め
、
そ
の
間
、
稲

敷
市
・
江
戸
崎
町
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
、
江
戸
崎
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
茨

城
県
稲
敷
郡
町
村
会
会
長
、
４

町
村
合
併
協
議
会
副
会
長
な
ど

を
歴
任
し
、
地
方
自
治
の
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
筧
さ
ん
は
「
身
に
余
る
光
栄

で
す
。こ
れ
は
町
民
や
職
員
な

ど
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
賜
物
で

す
。叙
勲
の
重
み
に
恥
じ
な
い

よ
う
に
一
生
精
励
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
受
章
の

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

八
綿
正
昭
さ
ん
（
稲
波
）

八
綿
さ
ん
は
江
戸
崎
地
区
建
築

高
等
職
業
訓
練
校
の
副
校
長
や

指
導
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た

り
訓
練
生
の
技
能
育
成
に
取
り

組
み
、
地
域
の
木
造
建
築
の
振

興
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
八
綿
さ
ん
は
「
こ
の
受
章
は
、

訓
練
校
を
運
営
し
て
い
る
協
会

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
あ
る
長
年

に
わ
た
る
暖
か
い
ご
支
援
ご
指

導
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。今

65
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら

　
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

第
３
号
被
保
険
者
の

届
出
は
お
済
で
す
か
？

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
方
は
、
第
３
号
被
保
険
者
の

届
け
出
を
す
れ
ば
、
自
分
で
保

険
料
を
負
担
し
な
く
て
も
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。届
け
出
は

配
偶
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
、

健
康
保
険
の
扶
養
届
と
一
緒
に

お
願
い
し
ま
す
。過
去
の
「
届

け
忘
れ
期
間
」
が
あ
る
方
は
、

受
給
資
格

年
金
の
受
給
に
は
原
則
と
し
て

25
年
以
上
の
期
間
が
必
要
で
す
。

本
人
が
請
求

す
べ
て
の
年
金
は
本
人
が
請
求

し
な
い
と
も
ら
え
ま
せ
ん
。

▽
国
民
年
金
の
み
加
入
し
て
い

た
人
→
市
保
険
課
国
民
年
金
窓

口
で

▽
第
３
号
被
保
険
者
期
間
の
あ

る
人
→
社
会
保
険
事
務
所
で

障
害
者
控
除
対
象
者

　
認
定
書
の
交
付

方
法
：
各
総
合
窓
口
課
（
新
利

根
庁
舎
は
高
齢
福
祉
課
）
で
申
請

（
印
鑑
が
必
要
）。身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
そ
の
手
帳
に
よ
り
障
害

者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
５
５
／
３
２
５
６
）

65
歳
以
上
の
ね
た
き
り
や
認
知

症
な
ど
の
方
で
、
障
害
者
に
準

ず
る
者
と
し
て
認
定
書
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
は
、
所
得
税

や
市
県
民
税
の
障
害
者
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者
：
65
歳
以
上
で
、
精

神
お
よ
び
身
体
に
障
害
を
持
っ

て
い
る
方
。（
障
害
の
程
度
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
▽
申
請

東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
臨
時
職
員
募
集

月
９
日（
金
）ま
で
に
、
必
要
書

類
（
①
履
歴
書
②
調
理
師
免
許
の

コ
ピ
ー
）
を
提
出
。面
接
は
追
っ

て
通
知
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
東
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
３
９
２
／
〒
３
０
０

︲
０
７
９
２
／
稲
敷
市
結
佐
２

５
３
４
番
地
８

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19

年
度
の
給
食
セ
ン
タ
ー
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
勤
務
：
平
成
19
年
４
月
～
９

月
／
週
５
日
（
１
日
８
時
間
）　

▽
職
務
：
学
校
給
食
の
調
理
業

務　
▽
資
格
：
市
内
在
住
の
方

で
調
理
業
務
の
経
験
が
あ
る
方
。

要
調
理
師
免
許
。　
▽
募
集
人

数
：
２
人　
▽
申
込
方
法
：
２

狂
犬
病
予
防
注
射

　
飼
犬
に
は
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

と
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
厚
生
労
働
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
平
成
16
年
度
の

予
防
注
射
実
施
率
は
未
登
録
犬

も
含
め
る
と
わ
ず
か
39
％
。流

行
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
と
さ
れ

る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
70

％
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
い
ま

す
。

　
狂
犬
病
を
防
ぐ
た
め
に
予
防

注
射
を
必
ず
お
願
い
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
０
）

狂
犬
病
は
、
世
界
各
地
で
毎
年

３
～
５
万
人
も
の
命
を
奪
っ
て

い
る
怖
い
病
気
で
、
発
病
す
る

と
ほ
ぼ
１
０
０
％
死
亡
し
治
療

法
が
な
い
お
そ
ろ
し
い
病
気
で

す
。今
年
８
月
に
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
犬
に
か
ま
れ
、
日
本
に
帰

国
後
狂
犬
病
を
発
病
し
死
亡
し

た
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
へ
の
狂
犬
病
感
染
の
原
因

は
、
犬
に
よ
る
ケ
ー
ス
が
圧
倒

的
に
多
く
、
狂
犬
病
の
流
行
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
犬
へ
の
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
て
お
く
こ

ペットを飼うマナー3か条
①愛犬の登録と狂犬病予防注射を受けま
しょう
生後３か月以上の犬には「登録」と「狂犬
病予防注射」が義務付けられています。
②犬の放し飼いはやめましょう
犬の放し飼いは、県の条例でも禁止され
ています。必ずつないで飼いましょう。
犬の運動は飼主も一緒に引き綱を付けて
行いましょう。
③環境美化につとめましょう
愛犬の「ふん」の始末は飼主の義務です。
公共の場所や他人の土地、建物などを汚
さないようにしましょう。

後
も
こ
の
受
章
に
恥
じ
な
い
よ

う
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
受
章
の
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

更
正
保
護
事
業
に
尽
力

県
更
生
保
護
大
会
が
10
月
に
水

戸
市
で
行
わ
れ
、
江
戸
崎
地
区

保
護
司
会
の
坂
本
忠
雄
さ
ん

（
下
太
田
）
が
法
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。坂
本
さ
ん

は
保
護
司
と
し
て
20
年
以
上
も

の
間
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行

に
走
っ
た
青
少
年
の
自
立
更
生

の
援
助
・
指
導
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

中
学
生
の
標
語
・
作
文

国
税
庁
で
は
、
税
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
標
語
と
作
文

を
募
集
し
て
お
り
、
今
年
度
は

江
戸
崎
中
学
校
２
年
の
関
谷
哲

人
君
が
「
税
金
と
生
活
」
と
い

う
作
文
で
竜
ケ
崎
税
務
署
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

介
護
予
防
研
修
会

　
講
演
会
や
展
示
会
な
ど
２
月
17
日

定
員
：
70
名
（
先
着
順
）　
▽
申

込
：
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
へ
電
話

で
１
月
15
日（
月
）～
２
月
２
日

（
金
）
の
間
に
申
し
込
む
。※
希

望
者
に
は
送
迎
有
り

●
稲
敷
市
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
☎

０
２
９
７
︲
６
３
︲
１
０
０
４

市
で
は
介
護
予
防
研
修
会
を
開

催
。講
演
会
「
老
後
を
楽
し
く

す
る
た
め
の
知
恵
袋
」
や
、
介

護
用
具
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
17
日（
土
）午
前

10
時
～
11
時
30
分　
▽
場
所
：

稲
敷
市
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ　
▽

▽
２
つ
以
上
の
制
度
に
加

入
し
て
い
た
人
→
社
会
保

険
事
務
所
で

繰
上
・
繰
下
支
給

年
金
は
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
希
望
す
れ
ば

60
歳
か
ら
64
歳
の
間
（
繰

上
げ
）
で
も
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。年

金
額
は
繰
上
げ
る
と
減
額

さ
れ
、繰
下
げ（
66
歳
以
後
）

る
と
増
額
さ
れ
ま
す
。
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岡沢萌
もえ

佳
か

さん・大
たい

雅
が

くん（岡）と、愛
犬のりん（カニンヘンダックス／メ
ス／ 2歳）。「りんは、ピアノに合わせ
て歌うのが大好きです。」
●掲載希望の方は生活環境課まで

愛
犬
も

　
い
つ
も
清
潔
に
！

子
ど
も
た
ち
の
生
活
全
般
に
お

け
る
安
全
対
策
は
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導

入
に
つ
い
て
も
、
安
全
確
保
と

い
う
観
点
か
ら
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
予
算
の
問
題
な
ど

検
討
・
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
項
も
山
積
し
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
早
急
の
導
入
が
難
し

い
状
況
で
す
。市
で
は
現
在
、

「
市
公
共
交
通
体
系
調
査
委
員

会
」
で
、
総
合
的
な
交
通
体
系

を
、
維
持
・
育
成
し
て
い
く
た

め
、
体
系
の
見
直
し
や
運
行
支

援
の
検
討
な
ど
を
進
め
、
新
た

な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

▪
市
民
か
ら
の
ご
意
見

子
供
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
考
え

て
ほ
し
い
の
で
す
が
。

▪
市
長
か
ら
の
回
答

全
国
各
地
で
児
童
生
徒
の
安
全

を
脅
か
す
事
件
や
事
故
が
数
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。幸
い
、

稲
敷
市
で
は
凶
悪
な
事
例
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
登
下

校
時
に
お
け
る
不
審
者
情
報
も

時
折
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
憂
慮

さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。市

と
し
て
も
、
登
下
校
時
を
含
め

市
長
へ
の
手
紙
か
ら（
抜
粋
）

市
民
の
声
に

　
　
答
え
ま
す

ー
野
球
を
始
め
た
の
は
い
つ
？

小
学
校
６
年
生
の
と
き
に
、
た

ま
た
ま
参
加
し
た
リ
ト
ル
チ
ー

ム
の
練
習
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
。で
、

野
球
や
っ
て
み
な
い
か
っ
て
誘

わ
れ
て
…
。そ
れ
か
ら
で
す
。

　
中
学
時
代
は
、
平
日
は
部
活

（
陸
上
部
）、土
・
日
は
シ
ニ
ア
チ

ー
ム
で
野
球
の
練
習
を
し
て
ま

し
た
。部
活
は
さ
ぼ
り
気
味
で

し
た
ね
。本
当
は
短
距
離
の
方

が
得
意
な
ん
で
す
け
ど
、
な
ぜ

か
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
選
手

で
…
。だ
か
ら
、
大
会
で
は
１

周
目
は
１
位
で
通
過
す
る
ん
で

す
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
抜
か
さ
れ

て
。結
局
は
後
ろ
か
ら
数
え
た

方
が
早
い
く
ら
い
に
な
っ
て
ま

し
た
。で
も
、
最
初
だ
け
で
も

目
立
て
ば
い
い
ん
で
す
よ（
笑
）。

ー
欽
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て

立
派
な
大
根
が
出
来
ま
し
た
よ
。

こ
の
前
実
家
に
も
届
け
て
き
ま

し
た
。実
は
、
仕
事
で
い
つ
も

毎
月
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

の
選
手
を
一
人
ず
つ
紹
介
し
ま

す
。紹
介
し
て
ほ
し
い
選
手
や

聞
き
た
い
事
な
ど
、
リ
ク
エ
ス

ト
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

て
見
て
た
ん
で
す
け
ど
、
自
分

た
ち
で
植
え
た
苗
が
少
し
ず
つ

大
き
く
な
っ
て
い
く
の
は
や
っ

ぱ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

ー
12
月
に
行
わ
れ
る
球
団
の
ト

ラ
イ
ア
ウ
ト
。渡
邉
選
手
は
す

で
に
残
留
が
決
定
し
て
い
ま
す

が
、今
後
の
目
標
は
？

た
く
さ
ん
試
合
に
出
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。そ
し
て
、

僕
の
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
た
い

で
す
。以
前
、
監
督
に
言
わ
れ

た
ん
で
す
。「
陰
で
い
く
ら
努

力
し
て
も
、
み
ん
な
が
見
て
い

る
と
き
に
活
躍
で
き
な
い
と
意

味
が
な
い
ん
だ
か
ら
な
」
っ
て
。

い
つ
ま
で
も
、
秘
密
兵
器
の
ま

ま
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
た
く
な

い
で
す
か
ら（
笑
）。

　
そ
れ
か
ら
、
高
校
卒
業
と
同

時
に
野
球
を
や
め
た
双
子
の
弟

が
、
今
度
の
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
を

受
け
る
ん
で
す
。ま
た
兄
弟
で

一
緒
に
野
球
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

選手とファンとの
キャッチボール⑥

畑
の
前
を

通
る
ん
で

す
。
だ
か

ら
、
結
構

気
に
な
っ

渡
わたなべ
邉 翔

しょうた
太
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informationくらしと情報

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
霞
ケ
浦

環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
へ
1
月
18

日（
木
）ま
で
に
申
し
込
む

●
茨
城
県
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ

ン
タ
ー
企
画
・
交
流
課
☎
０
２

９
︲
８
２
８
︲
０
９
６
２
FAX
０

２
９
︲
８
２
８
︲
０
９
６
７

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学

平
成
19
年
度
学
生
募
集

募
集
科
：
情
報
通
信
科
、
情
報

処
理
科
／
受
付
期
間
：
12
月
25

日
（
月
）
～
２
月
１
日
（
木
）
／

試
験
日
：
２
月
８
日（
木
）

●
茨
城
県
立
産
業
技
術
短
期
大

学
校
☎
０
２
９
︲
２
６
９
︲
５

５
０
０

市
民
公
開
講
座

東
京
医
大
霞
ヶ
浦
病
院

日
時
：
１
月
20
日（
土
）午
後
２

時
～
３
時
／
場
所
：
東
京
医
科

大
学
霞
ヶ
浦
病
院（
阿
見
町
中
央

３
︲
２
０
︲
１
）
／
内
容
：
「
血

尿
、尿
潜
血
!!
大
丈
夫
？
」～
あ

な
た
の
尿
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
…

～
／
講
師
：
青
柳
貞
一
郎
氏

（
東
京
医
科
大
学
霞
ヶ
浦
病
院
泌
尿

器
科
）

●
東
京
医
科
大
学
霞
ヶ
浦
病
院

☎
０
２
９
︲
８
８
７
︲
１
１
６

１

建
築
物
の
完
了
検
査
制
度

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物
が

完
成
し
た
際
は
、
建
築
基
準
法

で
完
了
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。工
事
完
了
時
は
、

「
完
了
検
査
申
請
書
」を「
県
南

地
方
総
合
事
務
所
建
築
指
導

課
」
ま
た
は
「
指
定
確
認
検
査

機
関
」へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
完
了
検
査
の
結
果
基
準
に
適

合
し
て
い
れ
ば
、
建
築
物
の
安

全
性
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
適
合

建
築
物
の
証
し
と
な
る
「
検
査

済
証
」が
発
行
さ
れ
ま
す
。

●
県
南
地
方
総
合
事
務
所
建
築

指
導
課
☎
０
２
９
︲
８
２
２
︲

８
５
１
１（
代
）

霞
ヶ
浦
自
然
観
察
会

「
冬
の
野
鳥
観
察
」

日
時
：
１
月
20
日（
土
）午
前
９

時
50
分
～
午
後
２
時
／
集
合
場

所
：
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ

ー
（
土
浦
市
沖
宿
町
１
８
５
３
）

／
観
察
場
所
：
潮
来
市
水
原
・

白
鳥
の
里
（
北
浦
）
／
募
集
人

数
：
30
人
／
応
募
方
法
：
電
話

案内

an

名称 相談内容 相談員 所在地・電話番号 方法・受付

教育相談 いじめ、不登校、友人関係など児
童生徒に関する教育相談全般 市教育相談員 市教育相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-0121
面接・電話：火・水・木
午前9時〜午後5時

スクールカウ
ンセリング

上記と同様な内容
※江戸崎中・新利根中以外の方も利用可

（市内小中学校に限る）。全て予約制のため
事前にお問い合わせください。

臨床心理に関し
専門的な知識・
経験を有したカ
ウンセラー

江戸崎中学校相談室
tel.029-892-3780

面接（予約）：火・木
午前9時〜正午

新利根中学校相談室
tel.0297-87-2071

面接（予約）：火
午前9時〜午後5時

家庭児童相談 養護、虐待、非行、育成、心身障害な
ど、乳幼児から児童に関する相談 市家庭相談員 市家庭児童相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-3247（内線3911）
面接・電話：月〜金
午前9時〜午後4時

名称 所在地 電話番号など
子どもホットライ
ン ー tel.029-221-8181（午前9時〜午前零時、午前零時〜午前9時は留守番電）

fax.029-302-2166 hphttp://www.edu.pref.ibaraki.jp/kodomo/top.htm
子どもの教育相談

（面接・電話）
茨城県教育研修センター内

（笠間市平町1410）
tel.0296-78-2333

（月・火・木・午前9時〜午後6時30分、水・金・午前9時〜午後4時30分）

生徒指導相談
（面接・電話）

県南教育事務所内
（土浦市真鍋5-17-26）

tel.029-823-6770
（火・木・金・午前9時〜午後6時30分、月・水・午前9時〜午後4時30分）

児童相談
（面接・電話・訪問）

茨城県中央児童相談所
（水戸市三の丸1-5-38） tel.029-221-4992（月〜金・午前8時30分〜午後5時15分）

茨城県土浦児童相談所
（土浦市中高津2-10-50） tel.029-821-4595（月〜金・午前8時30分〜午後5時15分）

人権相談
（来所・電話）

水戸地方法務局竜ケ崎支局
（竜ヶ崎市2985） tel.0297-64-2607（月〜金・午前8時30分〜午後5時）

茨城いのちの電話 ー tel.029-855-1000（毎日：24時間）・029-255-1000（毎日：午後1時〜8時）

▪ひとりで抱え込まないで!! いじめ・教育・児童福祉などの悩みにお応えします
【稲敷市の相談窓口】

【県内の主な相談窓口】
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稲敷市地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘３階　tel.0299-79-2319
教室名 日時
陶芸教室（予約制） 火・木曜＝午後1時〜
 日曜＝午前9時〜
料理教室 1月22日（月） 午前10時〜
リハビリ体操教室 1月22日（月） 午後１時〜
太極拳教室 1月10日（水） 午後1時30分〜
生花教室 1月はお休みです
手話愛好会 1月19日（金） 午後7時〜
カラオケ教室 火・土曜 午後１時30分〜
絵手紙教室 1月24日（水） 午後1時30分〜
梅さんの落語会 1月5日（金） 午前10時30分〜
茶道教室 1月25日（木） 午前10時〜
囲碁教室 月曜 午後１時〜

▪休日診療当番医　診療時間：午前9時から午後4時まで
1月1日（月） 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
 美浦中央病院（美浦）tel.029-885-3551
 山村医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0555
 竜ケ崎医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0550
1月2日（火） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 森脇整形外科（阿見）tel.029-843-7888
 山本医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3348
 いしかわクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0378
1月3日（水） 竹尾医院（河内）tel.0297-86-2436
 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
 池田病院（龍ケ崎）tel.0297-64-1152
 秋本脳神経外科（龍ケ崎）tel.0297-64-3311
1月7日（日） 坂本耳鼻咽喉科医院（江戸崎）tel.029-892-2627
 かない皮フ科（阿見）tel.029-888-8188
 村井医院（龍ケ崎）tel.0297-62-3380
 菊地整形外科（龍ケ崎）tel.0297-64-6111
1月8日（月） 矢野整形外科医院（江戸崎）tel.029-892-2127
 しのつか医院（阿見）tel.029-888-2450
 若松内科胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-64-0533
 斎藤クリニック（龍ケ崎）tel.0297-64-3527
1月14日（日） 竹尾医院（河内）tel.0297-86-2436
 印南クリニック（阿見）tel.029-834-2222
 野上小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-65-3375
 みやおか外科整形外科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-3761
1月21日（日） 江戸崎眼科医院（佐倉）tel.029-892-0262
 湯原病院（阿見）tel.029-887-0310
 うちだ医院（龍ケ崎）tel.0297-64-8821
 飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2323
1月28日（日） 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
 宮崎こどもクリニック（阿見）tel.029-891-3000
 鴻巣クリニック（龍ケ崎）tel.0297-61-0151
 牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111

informationくらしと情報 informationくらしと情報

発生件数：27（309）
　負傷者：32（391）
　　死者：0（8）
※11月1日〜30日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数
総人口：48,862人（-53）
　　男：24,226人（-29）
　　女：24,636人（-24）
世帯数：14,938戸（-20）
※12月1日現在。（ ）は前月比

▪稲敷地域小児救急医療輪番制
お子様の休日･夜間の急な病気に対応するための小児科医に
よる小児救急輪番制です。土曜日・祝日は行っていませんの
でご注意ください。
曜日	 診療時間	 医療機関名
月 午後６時〜９時 牛久愛和総合病院①
火 午後６時〜９時 東京医科大学霞ケ浦病院②
水 午後６時〜９時 牛久愛和総合病院①
木 午後６時〜９時 龍ケ崎済生会病院③
金 午後６時〜９時 東京医科大学霞ケ浦病院②
日 午前９時〜正午 東京医科大学霞ケ浦病院②
〃 正午〜午後３時 龍ケ崎済生会病院③
①tel.029-873-3111②tel.029-887-1161
③tel.0297-63-7111
※担当の小児科医がやむを得ない事情により、臨時休診する
場合がありますので、あらかじめ受診先に診療の可否につい
て電話などで確認してください。
▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられま
す。平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。
プッシュ回線の固定電話から＝tel. 局番なしの＃8000
非プッシュ回線の固定電話・携帯電話・公衆電話から＝tel.0
29-254-9900
▪茨城県救急医療情報システム
休日や夜間に受診可能な医療機関が探せます。毎日24時間
対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

納期限1月31日（水）
市県民税：4期

犬猫引取 1月の納税
手数料：2,000円（一匹）／場
所：江戸崎庁舎第2駐車場奥
／日時：1月18日（木）午後2
時10分〜30分
●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）

▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日	 	 相談種類	 会場
1月5日（金） 　、　、　 ふれあいセンター
1月11日（木） 　、　、　 江戸崎公民館
1月16日（火） 　  江戸崎庁舎
1月17日（水） 　  新利根庁舎
1月18日（木） 　、　、　 桜川庁舎
1月25日（木） 　、　、　 東庁舎
時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4
時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。1月9日（火）・午前8時30分から
受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

▪交通事故相談
日時：2月21日（水）・午前10時から午後3時まで／会場：茨城
県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：1月18日（木）、30日（火）・午前10時〜午後4時／場所：
各公民館・生涯学習センター／申込：要予約（会場含め）

●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪子育てサロン
就学前のお子さんとその保護者を対象に開催します。
日程：1月18日（木）江戸崎体育館、30日（火）桜川地区児童クラ
ブ室／時間：午前10時〜正午
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪子育てカレンダー
□子育て支援センター :新利根つばさ保育園tel.090-2210-7355
1月11日（木） りすちゃん広場（０〜１歳）  定員15組
1月13日（土） 作って遊ぼう※たこあげ（2歳〜） 定員20組
1月16日（火） サロンの日（相談日・読み聞かせ） 定員なし
1月17日（水） うさちゃん広場（１〜２歳）  定員15組
1月24日（水） くまちゃん広場（２歳〜）  定員15組
1月25日（木） くまちゃん広場（２歳〜）  定員15組
1月26日（金） ムーブメント（２歳〜）  定員15組
1月30日（火） サロンの日（相談日・読み聞かせ） 定員なし
1月31日（水） 節分豆入れ製作（１〜２歳）  定員15組
※24日と25日は同じ内容です。一方の予約でお願いします。
□子育て支援センター : 江戸崎保育園tel.090-3232-2680
1月11日（木） 子育て広場   定員なし
1月16日（火） サロンの日（相談日・読み聞かせ） 定員なし
1月25日（木） 子育て広場   定員なし
1月31日（水） 節分豆入れ製作   定員なし
□ふれあい広場 : 江戸崎第二保育所tel.029-892-4094
1月11日（木） 正月あそび   定員30組
1月18日（木） 人形劇観劇   定員30組
1月31日（水） 豆まき会   定員30組
□あそびのひろば : 桜川保育所tel.029-894-3703
1月24日（水） 鬼のお面作り   定員30組
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市
桜
川
運
動
公
園
野
球
場
の
改
修
工
事

が
完
了
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
11
月

18
日
行
わ
れ
、
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー

ル
ズ
対
Ｙ
Ｂ
Ｃ
フ
ェ
ニ
ー
ズ
の
記
念
試

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。試
合
前
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
髙
城
市
長

が「『
お
ら
が
ま
ち
』の
茨
城
ゴ
ー
ル
デ

ン
ゴ
ー
ル
ズ
が
、
試
合
を
通
じ
て
地
域

に
感
動
を
も
た
ら
す
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ

つ
。試
合
は
茨
城
GG
が
地
元
フ
ァ
ン
の

声
援
を
受
け
て
８
対
１
で
快
勝
。試
合

中
は
欽
ち
ゃ
ん
お
得
意
の
マ
イ
ク
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
訪
れ
た
市
民
約
６
０

０
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

5
青
少
年
の
主
張
大
会

あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
11
月
19

日
、
第
１
回
市
青
少
年
の
主
張
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
内
の
中
学
生
12

人
が
自
分
の
将
来
の
目
標
や
、
学
校
・

日
常
生
活
の
な
か
で
感
じ
た
こ
と
な
ど

を
発
表
し
ま
し
た
。会
場
に
詰
め
掛
け

た
人
達
か
ら
は
、
素
直
な
堂
々
と
し
た

主
張
に
大
き
な
拍
手
が
発
表
者
に
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

表
紙
：
イ
ノ
シ
シ
を
凧
揚
げ

12
月
６
日
根
本
地
区
児
童
ク
ラ
ブ
で
凧

あ
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち

は
、
来
年
の
干
支
に
ち
な
ん
だ
イ
ノ
シ

シ
の
凧
を
自
分
た
ち
で
作
成
し
ま
し
た
。

で・き・ご・と
11-12月
市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

1
文
化
祭

第
２
回
稲
敷
市
文
化
祭
が
、
11
月
３
日

～
５
日
の
３
日
開
催
さ
れ
、
メ
イ
ン
会

場
の
新
利
根
体
育
館
で
３
日
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
文
化
協
会
団
体
に
よ

る
フ
ラ
メ
ン
コ
や
ピ
ア
ノ
、
太
極
拳
な

ど
の
発
表
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
学
ん
だ

成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

2
不
審
者
に
備
え
て
避
難
訓
練

古
渡
小
学
校
で
は
11
月
８
日
不
審
者
侵

入
に
備
え
た
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
に
は
児
童
約
１
２
０
名
と
先
生
な

ど
が
参
加
。訓
練
で
は
不
審
者
役
の
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
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先
生
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机
を
使

っ
て
足
止
め
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す
き
に
児
童
た
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グ
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ン
ド
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逃
げ
る
と
い
う
避
難
訓

練
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生
と
生
徒
が
不
審
者
の
対
応
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学
び
ま
し
た
。

3
民
生
委
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が
救
命
講
習

市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、

今
年
度
「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い

運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。11
月
に
は

江
戸
崎
消
防
署
の
協
力
で
、
応
急
手
当

や
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）の
扱
い
方
な
ど
を
学
び
、
災

害
に
備
え
た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

4
桜
川
球
場
改
修
記
念
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大名本陣
電話：029-892-0070
住所：稲敷市蒲ケ山316番地8（いな

しきガイドマップC4 ／蒲ケ山十字路そ

ば）

営業：午前11時30分〜午後9時
定休：水曜日

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー

プレゼント
大名本陣から読者の方15名に「お
食事券（1,000円分）」をプレゼン
ト！ドシドシご応募ください。

▽応募方法：はがきに必要事項（①

今月のお題「あなたはそば派、うどん派？

（あれば理由も）」②郵便番号、③住所、④

氏名、⑤年齢、⑥電話番号）を書いてご
応募ください。▽応募先：〒300- 
0595 ／広報稲敷「うまいもんプレ
ゼント①」係▽締切：1月19日（金）

消印有効。▽注意：応募は一人一通
／当選者には通知

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
18
回

大名名物「鍋焼きうどん」体の芯から温まりますヨ〜。

一番人気の「大名天ざるそば」。のど
ごしがたまりません。

私が切ると太さがバラバラ。達人のよ
うにはいきませんね。

挑
戦
し
て
い
き
ま
す
よ
。」

お
勧
め
の
料
理
は
？

お
店
の
一
番
の
お
勧
め
は
「
大

名
天
ざ
る
そ
ば
」
で
す
。麺
は

吉
川
さ
ん
が
毎
朝
打
っ
て
い
る

自
慢
の
手
打
ち
そ
ば
。そ
ば
粉

は
筑
波
山
の
麓ふ
も
とで
と
れ
た
「
常

陸
秋
そ
ば
」
を
使
用
し
香
り
と

の
ど
ご
し
が
評
判
で
す
。天
ぷ

ら
は
地
元
の
と
れ
た
て
野
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風
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で
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。

　
も
う
一
つ
の
お
勧
め
は
大
名

名
物
「
鍋
焼
き
う
ど
ん
」。カ
ニ

や
天
ぷ
ら
な
ど
が
入
っ
て
い
て
、

こ
れ
か
ら
の
寒
い
時
期
は
あ
っ

た
ま
り
ま
す
ね
。

皆さまのご来店を、心よりお待ちして
おります。

長澤嘉美さん
（月出里）

第9回　山
やま

中
なか

智
さとし

さん

プロフィール
山中智さん（写真左）：竜ヶ崎
花
か

卉
き

組合会員。27歳。／妻
の仁美さん（写真右）

●茨城県稲敷市曲渕204番地
／ tel.0299-79-0766
※山中さんの育てた花は稲敷
直売所、または清涼市で入手
できます。

今月はフリージアの生産量では日本
でもトップクラスとなる、花卉農家
の山中智さん（曲渕）です。

☆
■花栽培のきっかけ
20歳の頃から家業である花の仕事
を手伝い始め、今年1月に父から正
式に仕事を引き継ぎました。フリー
ジアは11月〜3月の間に約55万
本を生産し、加盟している竜ヶ崎花

か

卉
き

組合（利根町）を通じて、東日本全
域に出荷しています。
　花の栽培は農業高校出身だった父
が始めました。昔はいい球根を手に
入れるのは難しかった時代で、いろ

いろと苦労したみたいです。そんな
おやじの姿を見て育っているんで、
自分ももっとがんばらなくちゃって
思っています。

■いい花は土づくりから
美しい花をつくるには土の管理が大
切です。毎年同じ物をつくっている
と連作障害で生育不良になってしま
うんです。薬品を使って消毒しても
土は良くならないですね。ウチでは
手間はかかるんですが自然の力を利
用した太陽熱消毒をしています。夏
の間に、ふすま（小麦粉の皮）を土に
混ぜ水をかける。すると醗酵と太陽

熱で土が消毒されるんです。原始的
な方法だけどこれが一番。この「土
づくり」から元気で美しい花が生ま
れるんです。

■今後の目標を教えてください
オリジナリティーのあるものが求め
られる時代なので、八重咲きのフリ
ージアや花の染色といった新しい試
みに挑戦しています。また、2月に
東京で行われる「関東東海地方の花
の展覧会」に組合として出展を予定
しています。「竜ヶ崎のフリージア」
というブランドを全国的に確立して
いきたいですね。がんばります。

稲 敷 で 生 き る 人 々

「
趣
味
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

料
理
は
得
意
だ
け
ど
、
そ
ば
打

ち
は
初
体
験
。難
し
そ
う
だ
け

ど
う
ま
く
打
て
る
か
な
？
」

お
店
紹
介

今
月
は
、
手
打
ち
そ
ば
が
魅
力

の
「
大
名
本
陣
」
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
し
た
。お
店
の
ご
主
人
は

２
代
目
の
吉
川
紀
浩
さ
ん
。「
お

客
さ
ん
を
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う

に
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
に
も
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 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。会場へ申し込む。
2月8日（木） こころの健康相談 午後1時30分〜 3時30分 東保健センター 要予約
2月22日（木） こころの健康相談 午後1時30分〜 3時30分 ふれあいセンター 要予約
2月22日（木） こころのリハビリ 午前10時〜 11時30分 ふれあいセンター 要予約

乳幼児予防接種
申込：予約制。会場へ申込む。1月実施分は1月22日（月）から会場で受け付け。
2月5日（月） 三種混合 午後1時30分〜 2時 東保健センター 要予約
2月9日（金） BCG 午後1時10分〜 1時40分 江戸崎保健センター 要予約
2月16日（金） 三種混合 午後1時10分〜 1時40分 江戸崎保健センター 要予約

マタニティースクール
申込：対象者には通知
2月7日（水） マタニティースクール① 午前10時〜午後3時 桜川保健センター 要予約
2月14日（水） マタニティースクール② 午前10時〜午後3時 桜川保健センター 要予約

相談
内容：健康に関する悩みや疑問に、保健師がお答えします。お気軽にご相談ください。
2月8日（木） 住民健康相談 午前10時〜 11時 桜川保健センター 直接来所

献血
血液が不足しています。皆さまのご協力お願いします。
2月15日（木） 献血 午前9時30分〜 11時30分 新利根庁舎
2月15日（木） 献血 午後1時30分〜 3時30分 新利根工業団地組合

　食生活講座
　　受講者募集

2ヒップエクステンション
（大腿部背面、臀部）
①背筋を伸ばし、腰の位置を固定した

まま、お尻の下に力を入れる。
②3秒間でかかとから足を後ろへ上

げ、1秒間姿勢を保持する。（この時

に腰を反らさない。）

③3秒間で足を元に戻す。
※上半身が前傾しないように。
※椅子に体重をかけない。

　　レッツエクササイズ！
　　　　気軽にできるトレーニング

3腕立て伏せ（胸、腕）
①膝を少し曲げた状態で膝を床につ

け、両腕を床に対して垂直に伸ばす。
（肘は少し曲げる。）

②両手を肩幅よりやや広めにおき、指
先をやや内側に入れる。

③ゆっくりと肘をまげ、1秒間姿勢を
保持する。

④ゆっくりと元の姿勢に戻す。（この時

に、腰を反らさない。）

1月はお正月などで、食べ過ぎや運動
不足になりがちですね。そこで今回は
自宅で手軽にできる筋力トレーニング
をご紹介します。
　このトレーニングを行うことによ
り、筋肉を刺激し、基礎代謝がアップ
して、太りにくい体になります。
　回数は 8 〜 10 回× 1 セットを週 4
〜 7回を目標に行いましょう。
※筋力に自信のない方は、疲れが残ら
ない回数から始めましょう。
※持病のある方は、かかりつけ
の医師に相談してから行いまし
ょう。

1スクワット
（大腿部前面、大

だい
腰
よう
筋）

①肩幅に開いた足をハの字に開
き、背すじを伸ばし、両腕を
前に伸ばす。

②つま先と膝が同じ方向に曲が
ることを確認しながら、3秒
間で椅子に座るように膝を曲
げ、1秒間姿勢を保持する。

③3秒間で元の姿勢に戻す。
※下を向かないように。
※膝がつま先より前に出ないよ

うに。

1 2 2

33

市食生活改善推進員協議会江戸崎支部
では、「ヘルスサポーター 21事業」を
開催します。教室に参加して食生活な
どの日頃の生活習慣を見直して見ませ
んか？講習、調理実習などを行います。
▽日時：1月30日（火）午前10時〜午
後2時　▽場所：江戸崎保健センター
▽対象：市内居住の成人女性20人　
▽申込：江戸崎保健センターへ1月5
日（金）〜19日（金）に申し込む。（土日

祝日を除く）／参加無料
●江戸崎保健センター tel.029-840- 
5170

　生かしていますか？
　　あなたの健診結果

①悪い食習慣、②運動不足、③ストレ
スと睡眠不足、④喫煙、⑤過度の飲酒
どれかひとつでも思い当たることがあ
ったら、健康的な生活習慣に改めまし
ょう。

病気の早期発見・治療に
体調が悪くないと病院へ行くことはあ
りません。しかし、自覚症状がない病
気もあり、気づいたときには症状がか
なり進行していたということもありま
す。初期の段階で体の異常を発見する
ためには、健診を受けることが大切で
す。
　今年度、健診を忘れてしまった方は、
来年度こそ、ぜひ受診してください。

今年度の健診も残すところ骨粗しょう
症健診のみとなりました。皆さんはせ
っかく受けた健診結果を生かしていま
すか？

改善するきっかけとする
多くの病気は不健康な生活習慣による
ことが明らかになってきました。健診
により自分の生活習慣が健康かどうか
見直すことができ、健診結果から注意
しなければいけない点がわかります。
　生活習慣病発症には、5つの生活習
慣が深くかかわっています。
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スポーツ

バランスボール＆
　　ストレッチ教室

バランスボールを使ったストレッチや
筋力アップを行う教室です。バランス
ボールは全身運動。単に座るだけでも、
正しい姿勢をとるようになり、自然と
背筋や腹筋が鍛えられます。この教室
でトレーニング方法を覚えてみません
か？（バランスボールは事務局で用意）

▽日時：2月7日〜3月28日／毎週水
曜日／全8回／午後7時30分〜 8時
30分　▽場所：江戸崎総合運動公園
体育館メインアリーナ　▽参加費：
2,000円（教室初日に徴収）　▽申込：江
戸崎総合運動公園体育館（tel.029-892- 

8661）へ電話で申し込む。1月17日
（水）から（月曜は除く）　▽定員30名

市民軟式野球大会

第3回市民軟式野球大会が10月1日、
8日、15日に新利根総合運動公園野
球場で開催され、市内の12チームが
優勝を目指して戦われました。
大会結果
▽優勝：フレンズ（写真1）、準優勝：サ
ムライ、MVP 賞：坂本智哉投手（フレ

開催されました。大会はミックスダブ
ルスで行われ32ペアが参加。熱い戦
いが行われました。
大会結果
▽本戦トーナメント＝優勝：寺越・矢
原（すだちTC・NJTC）、準優勝：飯島・
小関（江戸崎TC）、ベスト4：小松沢・村
山（フリー・友駿）／鹿内・鈴木（江戸崎

TC）▽コンソレーショントーナメント
＝優勝：井口・小西（ATB）、準優勝：小
坂・水上（フリー・チョコミント）

ゆうあい卓球大会

第6回ゆうあい卓球大会（身体障害者卓

球大会）が、11月4日龍ケ崎市たつの
こアリーナで開催され、市内からは稲
敷卓球クラブのメンバーが参加。佐藤
実さん（蒲ケ山）が初心者の部で見事優
勝を果たしました。

ンズ）

東地区ソフトバレー大会

東地区ソフトバレーボール大会が10
月29日に東農業者トレーニングセン
ターで開催されました。大会へは親子
や仲間同士などのチームが多数が参
加。競技を楽しみました。
大会結果
▽優勝：ピーチ（写真2）、準優勝：98ロ
ーズ、第3位：T・N・K・M ／インパクト

ソフトボール秋季大会

稲敷ソフトボール連盟秋季大会が10
月22日と11月5日の2日間白鷺球場
を会場に行われ、市内の13チームが
参加。熱戦を繰り広げました。
大会結果
▽優勝：稲敷市役所、準優勝：江戸崎
ベアーズ、3位：田園クラブ

秋季テニス大会

稲敷市秋季テニス大会が江戸崎総合運
動公園テニスコートで10月29日に

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー1月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 	 1 2	 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28	 29 30 31

江戸崎図書室休室
毎週月曜日、12月28〜1月4日、
9日、30日
新利根・桜川図書室休室
毎週月曜日、12月28〜1月4日、
1月9日
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

んぶにだっこ」さくらももこ、「幽霊派
遣会社」エヴァ・イボットン、「本気」
相田みつを、「しばわんこの今日の佳
き日」川浦良枝、「お父さんはなぜ運動
会で転ぶのか」辻秀一、「うまい逃げ方」
宋文洲、「きみを守りたい」中嶋博行、

「ちょい太でだいじょうぶ」鎌田実、「美
人の心得」岩下宣子、「遺品整理屋は見
た！」吉田太一、「はなかっぱ」あきや
まただし、「ブラッカムの爆撃機」ロバ
ート・ウェストール　ほか

1月の展示
ストレッチ・ヨガ・健康法
室内でもできるストレッチウォーキン
グや、手軽にできて短時間で心身の疲
れを癒し健康になれるコツなど、わか
りやすく解説した本を展示します。自
分流のやり方を見つけてください。

年末年始の休館日
12月28日（木）〜1月4日（木）を休館
とします。

新着図書
「セブンパワーズ」アレックス・ロビラ、
「世界は単純なものに違いない」有吉
玉青、「失われた町」三崎亜記、「雷神の
筒」山本兼一、「通天閣」西加奈子、「死
顔」吉村昭　ほか

江戸崎図書室

新着図書
「沼地のある森をぬけて」梨木香歩、「お

市立図書館

かるたで遊ぼう
お正月にかるたで遊んでみませんか。
参加賞がもらえるよ。
▽日時：1月6日（土）午前10時〜　▽
対象：幼児、小学生　▽申込：当日、図
書館カウンターへ申し込む

子ども映画会
▽題名「トムとジェリー〜ドルーピー
といっしょ②」　▽日時：1 月 13 日

（土）、14日（日）午後2時〜（上映時間

36分）　▽申込：当日、図書館カウンタ
ーへ申し込む　▽定員70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれたり手品などを行います。
▽日時：1月28日（日）午前10時30
分〜

新着図書（図書館）
「美しい時間〜冬
の花火」村上龍、

「美しい時間〜時
の銀河」小池真理
子、「馬琴の嫁」群
ようこ、「北前船
の事件」平岩弓枝
※写真左から

2

3

1写真提供：フレンズ 写真提供：ピーチ

写真提供：稲敷卓球クラブ
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逢善寺・庫裏、書院　※壁の青い色は、
シルクロード藍と呼ばれています。
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ゼ
ン
マ
イ
仕
掛
け
の
動
き
し
て	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

冬
枯
れ
の
二
番
穂
染
め
て
夕
日
落
つ	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

旅
先
で
雪
囲
い
見
る
宿
の
朝	

松
田
雪
江（
須
賀
津
）

店
頭
に
土
鍋
並
び
て
冬
近
し	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

い
ま
見
頃
市
郎
兵
衛
の
紅
葉
坂	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

耕
さ
ぬ
畑
な
り
赤
の
ま
ま
ば
か
り	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

幼
な
等
を
見
れ
ば
不
安
の
影
よ
ぎ
る
地
球
に
未
来
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

私
の
手
を
何
か
言
お
う
と
握
り
返
す
逝
き
し
子
供
の
早
七
回
忌	

内
田
君
代（
沼
田
）

お
だ
遊
ぶ
子
供
も
い
な
い
稲
敷
に
く
る
り
く
る
り
と
思
い
で
め
ぐ
る	

内
田
雅
人（
椎
塚
）

少
し
ず
つ
葉
を
枯
ら
し
つ
つ
も
み
じ
葉
の
ま
た
一
葉
落
ち
秋
深
み
ゆ
く	
小
嶋
ふ
く
江（
大
宿
）

言
葉
に
は
未
だ
な
ら
ざ
る
幼
児
の
眼
に
物
言
ひ
て
行
動
速
し	
坂
本
緑（
鳩
崎
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
隙
間
に
生
え
し
コ
ス
モ
ス
の
細
き
ひ
と
本
花
開
き
初
む	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

手
を
通
す
こ
と
も
な
か
り
し
ブ
ラ
ウ
ス
の
老
い
し
い
ま
は
も
派
手
に
な
り
た
る	

松
本
静
子（
西
町
）

子
ど
も
ら
が
悩
ん
だ
末
に
身
を
殺
め
守
る
大
人
が
真
実
隠
す
か	

山
本
彰
治（
高
田
）

菊
人
形
声
を
か
く
れ
ば
は
つ
か
に
も
笑
を
う
か
べ
て
何
か
さ
さ
や
く	

海
老
原
菊
男（
上
根
本
）

孫
恋
い
の
う
た
ば
か
り
な
る
こ
の
日
頃
五
体
ま
す
ま
す
老
い
ゆ
く
ば
か
り	

川
村
と
み（
堀
川
）

朝
も
や
の
は
れ
や
ら
ぬ
間
に
山
鳩
の
啼
く
音ね

く
ぐ
も
り
寂
し
く
ひ
び
く	

坂
詰
よ
し
の（
柴
崎
）

生
命
の
光
り
の
季
節
み
じ
か
く
て
動
き
も
に
ぶ
し
バ
ッ
タ
か
ま
き
り	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

泡
立
草
う
ら
枯
れ
野
辺
に
ゆ
れ
て
い
る
冬
の
足
音
ひ
そ
か
に
聞
こ
ゆ	

諸
岡
久
子（
下
太
田
）

刈
田
焼
く
煙
は
湖
に
這
い
上
が
り
墨
絵
と
な
り
て
集む

ら落
を
包
め
り	

永
長
小
夜（
古
渡
）

も
う
少
し
素
直
に
な
れ
と
川
の
面
の
月
に
さ
と
さ
れ
夜
空
を
仰
ぐ	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

息こ

の
車
帰
り
来
し
こ
と
た
し
か
め
て
ふ
ろ
ふ
き
大
根
熱
き
味
噌
添
う	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

弱
き
児
の
成
長
祈
り
し
雨
引
に
二は

た

ち
十
歳
を
告
げ
て
香
を
手
向
け
ぬ	

山
口
朋
子（
結
佐
）

東あ
ず
ま
を雄
の
熱
き
血
を
継
ぐ
小
柄
な
る
女
人
の
弁
舌
つ
つ
し
み
て
聴
く	

板
橋
道
子（
福
田
）

額
づ
け
ば
願
ひ
ご
と
多
し
大
鈴
の
古
り
し
鈴
ひ
も
い
く
度
も
振
る	

小
泉
實（
福
田
）

い
つ
の
ま
に
集む

ら落
の
祭
も
消
え
ゆ
き
て
千
鳥
足
に
ゆ
く
酔
客
を
見
ず	

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
）

勤
皇
の
志
士
の
生
家
を
訪
ぬ
れ
ば
そ
の
裔
一
首
を
凛
と
そ
ら
ん
ず	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

天
高
く
宿
椎
仰
ぐ
雨
引
の
水
子
地
蔵
に
読
経
ひ
び
け
り	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

制
約
の
時
な
き
朝
に
身
を
お
き
て
声
高
く
ゆ
く
子
ら
で
目
覚
む
る	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

逢
善
寺
・
庫
裏

小
野
に
建
つ
逢ほ
う

善ぜ
ん

寺じ

は
天
台
宗

の
お
寺
で
平
安
時
代
、
天
て
ん
ち
ょ
う長
三

年
（
８
２
６
）
創
立
を
伝
え
、
そ

の
後
二
度
の
火
災
に
遭あ

い
、
現

在
の
本
堂
は
天て
ん

保ぽ
う

十
三
年
（
１

８
４
２
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の

で
、
県
指
定
有
形
文
化
財
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
向
か
っ
て
右
手
に
文ぶ
ん

久き
ゅ
う

二
年
（
１
８
６
２
）
建
立
さ

れ
た
県
指
定
文
化
財
の
茅か
や

葺ふ

き

住
職
の
生
活
の
場
で
あ
る
庫く

裏り

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
言
う
曲ま
が
り
や家
の
形
を

し
て
い
ま
す
が
入
り
口
を
外
側

に
持
っ
て
き
て
唐
破
風
を
付
け

て
玄
関
の
荘
厳
さ
を
だ
し
て
い

ま
す
。Ｌ
字
型
の
内
側
に
は
庭

が
築
か
れ
て
い
ま
す
。平
成
十

七
年
度
に
玄
関
周
り
の
屋
根

（
茅
）
の
葺
き
替
え
が
行
わ
れ
、

市
内
四
箇
の
茅
葺
き
職
人
が
こ

の
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
逢
善
寺
は
寺
独
自
の

茅
場
を
持
っ
て
い
て
、
そ
こ
の

茅
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
他
に
、

市
内
で
は
浮
島
の
新
利
根
川
河

口
に
茅
場
が
あ
り
ま
す
。

鹿
島
神
社
・
拝
殿

蒲か
ま

ケが

山や
ま

の
集
落
の
は
ず
れ
に
建

っ
て
い
て
下
坪
の
鎮
守
と
な
っ

て
い
る
鹿
島
神
社
の
拝
殿
は
屋

根
が
茅
で
葺
か
れ
た
小
じ
ん
ま

り
と
し
た
建
物
で
正
面
に
は
立

ち
木
が
目
線
を
遮さ
え
ぎ
る
よ
う
に

青
々
と
葉
を
繁
ら
せ
て
い
ま
す
。

よ
く
見
な
い
と
見
過
ご
し
て
し

ま
い
そ
う
で
す
が
、
茅
葺
き
の

ま
ま
残
っ
て
い
る
の
は
市
内
で

は
こ
こ
だ
け
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
建
物
に
は
愛
お
し
さ
さ
え

感
じ
ら
れ
ま
す
。昔
よ
り
地
域

の
人
び
と
の
手
で
代
々
守
り
継

い
で
き
た
茅
屋
根
の
拝
殿
を
い

つ
ま
で
も
残
し
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

平
井
家
住
宅

柴
崎
の
平
井
家
は
国
指
定
重
要

文
化
財
で
、
江
戸
時
代
前
期
の

寛か
ん

文ぶ
ん

年
間
（
１
６
６
１
頃
）
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。民
家
は
平
面

の
形
か
ら
、
曲
屋
・
分ぶ
ん

棟と
う

型が
た

・

直す
ご

屋や

の
３
タ
イ
プ
に
分
か
れ
ま

す
が
、
平
井
家
は
直
屋
に
な
り

ま
す
。茨
城
県
内
に
於
い
て
曲

屋
は
、
山
間
地
の
県
北
部
、
筑

波
山
周
辺
に
多
く
、
分
棟
型

（
座ざ

敷し
き

部
分
と
釜か
ま

屋や

が
別
棟
に
な
っ

て
い
る
）
は
県
中
央
部
西
方
に

見
ら
れ
、
県
南
部
に
は
直
屋
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。新
利
根
地

区
は
「
新
編
常
陸
国
誌
」
に
よ

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
11
回

　
稲
敷
市
内
の
建
築
案
内
そ
の
二

　
　
　
　
茅
葺
き
屋
根
の
建
物●

市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
池
田
恵
子

れ
ば
正

し
ょ
う

保ほ
う

か
ら
元げ

ん

禄ろ
く

期
に
か
け

て
の
新
開
村
で
あ
り
、
一
般
傾

向
と
し
て
本
百
姓
の
形
成
と
増

加
は
ほ
ぼ
寛
文
か
ら
元
禄
期
に

見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
建
て
ら
れ
た
平

井
家
は
土
間
が
広
く
、
雨
季
や

夜
間
の
農
作
業
に
適
し
て
い
て
、

土
間
に
面
し
た
「
座
敷
」
に
は

土
足
の
ま
ま
暖
が
と
れ
る
よ
う

に
「
踏ふ

み
込こ

み
炉ろ

」
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。現
在
の
平
井
家

住
宅
は
平
成
十
三
年
〜
十
五
年

に
か
け
て
修
理
が
な
さ
れ
、
創

建
当
初
の
形
が
復
元
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

蒲ケ山・鹿島神社・拝殿

小野・逢善寺・庫裏、唐破風

平井家内部・踏み込み炉

柴崎・平井家外観

屋
根
の
庫
裏
が

建
っ
て
い
ま
す
。

左
手
は
大
き
な

唐か
ら

破は

風ふ

の
式し
き

台だ
い

玄げ
ん

関か
ん

を
も
つ
書

院
と
な
っ
て
い

て
、
格
式
の
あ

る
造
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
右

手
に
Ｌ
字
型
で



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽表紙の撮影は、太陽がもうすぐ沈む時間帯。子ども達は遊び回ってなかなか集合せ
ず、時間との戦いとなりました。それにつけても、初冬の寒い夕方、子どもたちのパワーには驚か
されます。（坂本）　▽11月号うまいもんアンケートのお題「あなたの好きなもの」結果を発表し
ます。ジャカジャカジャン！「1位：さしみ」「2位：天ぷら」「3位：寿司」でした。今後、うまいも
んでお店を選ぶ時の参考にさせていただきます。（かなり普通な結果にちょっと拍子抜け　G4出）
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　本堂前には、東西に約40ｍ余りの
枝を伸ばしている樹齢400年といわ
れている松があり、本堂を隠すまでの
枝振りは見事です。

伊佐部にある照明院は、天台宗の寺院
で極楽山新善光寺と号し、阿

あ
弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

を本尊としています。
　文禄4年（1595）、僧尊

そん
海
かい

による創建
が伝えられていますが、平安時代の古
い仏像や、境内にある嘉

か
元
げん

4年（1306）

と元
げん

徳
とく

3年（1331）の銘を有す板
いた

碑
び

か
ら、創建はより古い時代と考えられて
います。
　その後、江戸時代の度重なる火災な
どで堂宇とともに、過去帳や多くの寺

宝が焼失しています。現在の本堂は平
成8年に建立されました。
　照明院は、平安時代の木造毘

び
沙
しゃ

門
もん

天
てん

立像や木造十一面観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

立像、鎌倉
時代の作である本尊の木造阿弥陀如来
立像などの仏像を所蔵し、また県内最
古とされる釈

しゃ
迦
か

涅
ね

槃
はん

仏
ぶつ

像など上之堂
（念仏堂）の仏様も管理しています。幾
多の災難を乗り越えて伝えられた寺宝
の一部は、今日、市指定文化財となっ
ています。

ぶら〜り・稲敷　no.19　照
しょうみょういん

明院

新利根川新利根川

水路水路

国道125号国道125号

伊佐部橋伊佐部橋釜井橋釜井橋

照明院照明院
ゴルフ場ゴルフ場筑波東部工業団地筑波東部工業団地

至 土浦・
　 龍ケ崎
至 土浦・
　 龍ケ崎


